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１ 会議名 平成３０年度第１回津市森林整備協議会 

２ 開催日時 
平成３０年８月２３日（木） 

午前９時３０分から午前１０時３０分まで 

３ 開催場所 津市美里庁舎 ２階会議室１ 

４ 出席した者の氏名  

（津市森林整備協議会委員） 

前川 有、山﨑昌彦、落合賢治、岡田公芳、駒田勝巳、藤田

雅子、山岸新太郎、秦 広志、上川 貢、宮田敦子、今井和

美 

（事務局） 

農林水産部長 上田典廣 

農林水産部次長 藤井孝則 

林業振興担当参事（兼）林業振興室長 野村尚生 

林業振興室林業振興担当主幹 松本巧也 

林業振興室林業振興担当主幹 藤田昌也 

林業振興室主事 宇井宏幸 

５ 内容 

⑴ みえ森と緑の県民税（見直し案）について 

⑵ 森林経営管理法について 

⑶ 森林環境税（仮称）、森林環境譲与税（仮称）について 

⑷ 津市の林業施策（平成２９年度実績）について 

⑸ 平成３０年度当初予算事業概要について 

⑹ 三重県森林管理クラウドシステムについて 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

農林水産部林業振興室林業振興担当 

電話番号 ０５９－２６２－７０２５ 

E-mail  262-7025@city.tsu.lg.jp 



事務局（野村参事） 

 それでは、定刻の時間となりましたので、只今から平成３０年度第１回津市森林整備協議会を開催

いたします。 

 本日は委員の皆様におかれましては、何かと御多用の中、また、台風２０号が接近している中、本

協議会に御出席いただき誠にありがとうございます。 

 協議会に先立ちまして、農林水産部長の上田より御挨拶申し上げます。 

 

事務局（上田部長） 

 皆様、改めましておはようございます。 

 本当に台風が近づいておりまして、こんな日にやるのかと思う方もいるかもしれませんが、警報が

出たら中止しようかという話もありましたが、警報がまだ出ておりませんので、開催させていただき

ました。 

 また、平素は本市の林業施策の格別の御理解と御協力をいただきまして、誠にありがとうございま

す。この場をお借りしまして御礼申し上げます。 

 さて、林業を取り巻く情勢でございますけれども、平成３０年５月２５日に経営管理法が成立しま

して、平成３１年、来年ですけれども、４月１日に施行されることが決まっております。これは、森

林所有者の責務を明確にしたうえで、森林所有者による自発的な森林整備が見込めない未整備の森林

に対しまして、市町村が主体となって森林整備事業の実施等、林業経営を実施するための法律でござ

います。 

 また、このための財源として森林環境税、仮称でございますが創設と、森林環境譲与税、これも仮

称でございますけれども、交付に関する法案が今年度の国会で審議され、来年度に施行される予定と

なっております。 

 また、みえ森と緑の県民税は今年で５年目を迎えまして、見直しの時期になっていますので、これ

らを含めまして、準備段階として重要な時期に差し掛かっています。 

 本日の議題といたしましては、みえ森と緑の県民税の見直し案、それから、森林経営管理法及び森

林環境税・森林環境譲与税について御説明を申し上げます。次に、津市の林業施策の平成２９年度実

績と、平成３０年度当初予算概要、そして三重県森林管理クラウドシステムについての報告をさせて

いただきます。 

 台風来ておりますので、円滑に進むようお願いいたしまして、挨拶とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 

事務局（野村参事） 

 ありがとうございました。 

 はじめに、協議会の委員について御報告があります。 

 今年２月に榊原財産区の議長の崎武男委員が交代されまして、新しく岡田公芳委員に委嘱させてい

ただきました。 

 

岡田委員 

 よろしくお願いします。 



事務局（野村参事） 

 また、４月の人事異動により、室長が田村から私、野村に代わらせていただいております。また、

新任で藤田が来ましたので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局（藤田） 

 藤田です。よろしくお願いいたします。 

 

事務局（野村参事） 

 それでは審議に入らさせていただく前に、本日の出席者数を御報告いたします。本日の出席者数は

総員１３名中１１名でございます。 半数以上の御出席をいただきましたので、津市森林整備協議会

条例第６条第２項の規定により、本会議が成立したことを御報告申し上げます。  

なお、本協議会は議事録を作成し、津市情報公開条例に基づき、津市のホームページ等において公

開いたしますので、予め御了承願います。 

それでは、協議会条例第６条第１項の規定に基づきまして、議長を前川会長にお願いしたいと思い

ますが、よろしくお願いいたします。 

 

前川会長 

 皆様、御苦労様でございます。台風接近している中、御苦労様でございます。 

 昨年から当協議会の会長を仰せつかっております、前川でございます。よろしくお願いいたします。 

 部長さんの話にもあったんですけれども、去年から今年にかけまして、森林・林業情勢といたしま

して節目となるような出来事が起こってきております。特に言われました、森林環境税と、仮称でご

ざいますけれども、森林環境譲与税でございますけれども、平成３１年度の税制改正大綱においてそ

の創設というのが確定しておりまして、今後、その法整備として、部長おっしゃっております、５月

末に森林経営管理法というのが設立されて、新たな森林管理システムという形として動いております。 

 そういうことで、くどくど言いましたが、皆様も役割を担っていただかなあかんように感じており

ますので、また今後ともよろしくお願いいたしたいと思います。 

 それでは事項書に基づきまして、説明事項にいきたいと思います。台風が迫っておりますので、１

つずつ説明と質疑をしていこうと思っていましたが、一括していこうと思っていますので、そのよう

な進行でよろしくお願いいたします。 

 それでは、事務局の方から説明事項をお願いしたいと思います。 

 

事務局（藤田） 

 このまま、座らせて説明の方をさせていただきたいと思います。 

 まず、みえ森と緑の県民税の見直し案についてですけれども、資料の１を御覧下さい。 

 ７月２４日に開催された県民税の評価委員会で提示された、最新の資料を基に整理したものになっ

ております。あと、明日なんですけれども、評価委員会の第３回目がありまして、そこで最終答申が

予定されていますので、あくまでも、７月２４日に開催された内容を盛り込んだものとして御理解願

います。最終的には９月の三重県の県議会において審議されて、見直し案が可決されるという流れに

なっております。 



 現行のみえ森と緑の県民税と見直し案の大きな違いといたしましては、下の表にあるように特別配

分枠が無くなりまして、連携枠と加算枠というものが増えるというのが大きな違いでございます。連

携枠にいたしましては、市町と県が連携して取り組むべき課題に対して交付されるという形になりま

す。具体的には、災害緩衝林整備箇所の周辺の整備、あと、獣害防除関係に対する要望が多かったと

いうことで、そういったことに対して連携枠という形で市町と県が連携しながら事業を進めていく枠

になります。 

 あと、上の方に書いてありますが、５つの対策の見直しというものが県民税でありましたけれども、

その中の木の薫る空間づくりという項目がありましたけれども、見直し案では森と人をつなぐ学びの

場づくりというふうに変わりまして、今まで認められていました、公共建築物等の木質化、木製品調

達が全廃となり、森と人をつなぐといことで、森林教育とか、そういった部分に主に使う形になりま

した。以上がみえ森と緑の県民税見直し案についてです。 

 引き続き、森林経営管理法について御説明させていただきます。資料２を御覧下さい。 

 １枚目は国会で可決される前の資料のため法案という形になっております。ただ、内容的には林野

庁が関係各所に提示した資料ですので、基本的には変わっておりませんので、そのまま提示させてい

ただきました。 

法の趣旨に関しましては２枚目にあります、４行目の下の方にありますけれども、森林経営の効率

化及び森林の管理の適正化の一体的な促進を図り、もって林業の持続的発展及び森林の有する多面的

機能の発揮に資することを目的としております。 

具体的には１枚目の概要にあるように、森林所有者の責務、市町の役割が明確化されました。併せ

て森林経営管理の手法についても明確化されております。具体的には３枚目、４枚目に書いてあるも

のが市町の役割になります。第一に森林管理法に関する周知を行う、これは役割としてですね、かつ、

森林経営委託に関する意向調査を実施する形になります。３枚目にも書いてありますけれども、津市

内の対象山林全域を一気に意向調査するのは大変厳しいため、だいたい３,０００～５,０００ヘクタ

ール、まだ具体的には決めておりませんけれども、実施を目指しております。 

具体的な作業の流れは３ページ目にあります矢印のとおりです。準備作業に基づいて対象区域の設

定だったり、制度の周知をし、その後意向調査を実施します。意向調査に関しましては説明会だけで

なく、訪問の調査だったり、所有者さんへのダイレクトメール、あと地元自治会や地元の森林組合、

中勢森林組合さんがいますけれども、と連携して実施してきます。それに基づいてその次に境界の明

確化、これは既に境界が明確化されているものに関しては不要ですけれども、明確化されていないも

のに対しては境界を明確化するという作業があります。その３つの流れに基づいて、経営管理権とい

う権利の設定をしていきます。具体的には、経営委託を希望する森林に対して森林管理、経営管理権

みたいなものが設定されて、それを市町が手入れしていくという流れになっていきます。 

４ページ目の中段項目に、お配りした資料に誤りがありました。申し訳ございません。森林管理実

施権と書いていますけれども、実際には経営管理実施権となります。大変申し訳ございません。この

資料にあるように、先ほどの経営管理権を集積したものが、経営管理権集積計画という形になりまし

て、それを津市の方で策定する形になります。経営委託を受けたものになりますけれども、詳細とし

ましては、伐採、造林、保育、素材等の販売などの一連の行為であったりとか、対象となる森林の経

営に関する期間ですね、それが２０年、３０年になるのかとか、金額の算定方法などとか、さらに所

有者情報を記載するという形で、当然策定に当たりましては森林所有者さんと市町の打ち合わせが必



要であると思います。 

この策定した中から、森林の伐採したもの、伐採した材を売って利益が生まれるだろう、場所の良

い場所とか、成長の良いものに関しては、先ほど訂正させていただきましたけれども、経営管理実施

権配分計画を策定する形になっております。これを公告して意欲のある林業事業体に照会をかけると

いう形で、意欲のある林業事業体が、この山ならさらに再委託して経営できるという判断をした場合

には、この配分計画に載せたものを、所有者さんと打ち合わせをしてもらって、さらに森林経営とい

う販売も含めた経営をしていただくという流れになっております。 

逆に未整備森林で長い年月手入れをしていなかったり、場所が非常に悪い山であったりとかするも

のに関しては、集積計画の段階で市町が再委託せずに中心となって森林経営を行うということで、左

側にあります森林経営管理事業の実施ということで事業を行っていきます。具体的には間伐であった

りとか、路網の整備、路網と言いましても林道ではなくて作業道ですね、林道に関しては今のところ

森林環境譲与税が使えないというような流れになっていますので、そういったことで、路網整備しな

がら少しでも整備をしていく、手入れをしていくことで災害に強い山づくりだけでなく、今まで放置

されてきた山を、森林の持つ多面的機能、水源涵養とか土砂流出の防備とかいった部分の機能を発揮

するために手を加えていくという形になっております。以上が森林経営管理法についてになります。 

続きまして資料３に入りますけれども、森林環境税、仮称ですけれども、森林環境譲与税について

説明させていただきます。先ほどの森林経営管理法に基づく事業の実施に関しましては、まだ法案が

通っていない、審議されていないというところではございますけれども、森林環境譲与税という市町

に譲与される税金の方を使いまして事業を進める形となります。そういった財源というところの部分

で森林環境譲与税を充てていきます。あと、実際の具体的な森林環境譲与税の使途に関するガイドラ

インは発表されておりません。ただし、添付しています資料３の１枚目に関しましては、今年度４月

にですね、各県の担当者さんが林野庁に赴いた際に説明資料としていただいたものの抜粋になります。

その後、説明会等でできないと言われたものを省いております。ただ、確定事項ではありませんが、

かなり広範囲の事業ができると思っております。使途に関しましても、市町の裁量で運用できるとな

っております。ただし、国の事業だったり県の事業で実施している事業は組み換えができないとなっ

ており、今まで事業をやってこれていない内容でやっていくという形になっています。ということで、

既に森林経営計画が策定されており、実際に森林経営がされている箇所に関しましては、先ほどの森

林経営管理法の部分から除外される、既に管理されているということで、森林環境譲与税につきまし

ても、既に管理されている部分に関しては事業としてはできないという流れになっております。 

それで、今のところ津市としましてはⅠにあります間伐等の森林整備が主な使途と考えております。

具体的には意向調査であったり、境界の明確化であったりとか、そういったところに必要な財源が使

われる流れになっていきますので、ある程度余裕が出てきてから、１枚目にあるような事業の展開が

できるかなと思っております。 

２枚目の資料を見ていただきますと、具体的な森林環境税と森林環境譲与税の徴収と譲与に関して

示しています。具体的には税の徴収自体は６年後に始まります。譲与という部分で各市町、県も含め

てですけれども、譲与されるのは来年度という予定になっております。かなり特殊な、税の徴収より

前に税が交付されるということなので、今年度末に審議される予定となっていますが、国会審議が状

況次第では森林環境譲与税を財源とした取組そのものの実施時期がずれてくる可能性があります。ま

た、その辺の情報が入ってきましたら、第２回、第３回の森林整備協議会の方で報告させていただき



ます。 

以上、説明事項のみえ森と緑の県民税、森林経営管理法、森林環境税・森林環境譲与税についての

説明を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

 

前川会長 

ありがとうございました。 

引き続きまして、３の部分になりますけれども、報告事項ということで事務局の説明をお願いいた

します。 

 

事務局（松本） 

よろしくお願いいたします。 

資料の４を御覧下さい。 

資料の４ですけれども、林業振興施策とタイトルがあるものですけれども、説明させていただきま

す。 

津市の現状につきましては御覧のとおりとなっておりまして、説明させていただきますと、２９年

度の木材価格については１０，９７５円、それから林業従事者数の方は２７年の国勢調査調べなんで

すけれども１１１名となっております。森林経営計画の認定面積の方が３，６３２.９８ヘクタールに

なりまして、全体のカバー率といたしまして８.９％となっております。三重県の平均値と比べて若干

低い値となっております。津市内の林道についてはちょっと精査の部分もあるんですけれども、現在

のところで路線数１７０、延長が２４０キロメートルとなっております。津市の林の概要としてはこ

のような形となっております。 

続きまして、森林整備の取り組み状況についてなんですけれども、森林環境創造事業の実施面積に

つきましては若干下がったような数値になっております。森林環境創造事業で平成２９年度実績とい

たしまして、間伐は１０.６ヘクタール、受光伐としては０.４ヘクタールとなっております。間伐の

実施面積は２９年で２７４ヘクタールになっているんですけれども、こちらは市が補助している面積

になっております。この下に１年間の目標間伐面積４０５ヘクタールですけれども、これは市が認定

しているもの以外の、国が認定しているもの、県が認定しているもの、平成２８年度も間伐実施面積

が３４５ヘクタールということで達成していないかなという形になるんですけれども、国、県合わせ

ますと６９０ヘクタール整備できていますので、実際は目標数値を達成する形になります。２９年度

の方はまだ報告が出ていませんので、達成の数値の確定はできないんですけれども、おおよそ国、県

合わせると目標を達成しているというような状況になると思います。林道の中畑線の開設工事につい

てなんですけれども、平成２９年度は６メートルという完成延長になっているんですけれども、実際

施工延長としては１００メートル工事させていただいており、順調に延長の方は延ばさせていただい

ているという形になっております。 

右下の課題の方なんですけれども、やはり木材価格の低迷に伴い林業の採算が合わないという状況

から、林業者の意欲低下や放置林の発生というのが長年ありまして、後継者不足、あとは森林所有者

の山離れが起こっている事態でございます。あと本日もそうなんですけれども、近年の豪雨により林

道が荒廃している、というような部分が課題事項としてあります。 

すみません、２枚目の方を御覧いただきたいんですけれども、先ほどの課題事項の解決に向けた取



組１について書いております。上の方なんですけれども、森林の保全ということで、生産林において

は、路網の整備、森林施業の集約化という形で進めております。環境林につきましては、環境林整備

を進めて公共財と位置付けた公益的機能を高度に発揮する多様な森林づくりを進めるというような内

容になっております。 

生産林の取組の方なんですけれども、強い森林づくり促進事業といたしまして、人工林を適切に管

理する事業といたしまして、国、県の補助に合わせて市単独の支援として強い森林づくり促進事業を

行っております。もう一つの方は森林整備地域活動支援事業となっております。こちらの方なんです

けれども、森林整備をするにあたって森林経営計画を作成するんですけれども、そちらの作成段階で

必要となる所有者の特定や境界の確認、あとは所有者の同意の取り付けに係る経費について支援する

ことによって、森林計画の作成促進を図っているというような事業になっています。こちらの方で２

９年度で団地が５団地、４４０ヘクタールの団地化を図っていただいております。 

環境林整備の方なんですけれども、森林環境創造事業がありまして、森林所有者の方から管理委託

された森林を公共財というような位置付けで環境林整備をするような形で事業を行わせていただいて

おります。実績の方は間伐が１０.５９ヘクタールと受光伐ですね、こちらの方は雑木等を伐採しまし

て森の中に日が当たるようにするというようなものですけれども、こちらの方の事業で０.３７ヘクタ

ール行わせていただいております。 

続きまして、取組２といたしまして、林業生産基盤の整備となります。こちらは林道の開設や高性

能の機械の導入というような形と、あとは林地台帳を整備することで林業事業体への効率的な施業の

集約化を図るというような目的で行わせていただいている事業となっています。 

林道整備の方なんですけれども、林道中畑線といって先ほども説明させていただいたんですけれど

も、完成延長６メートル、施工延長１００メートル工事を行わせていただきました。もう一つの方な

んですけれども、林道の維持管理事業になります。こちらの方は１７０路線ある林道の修繕と維持管

理というような形の実績の方になっております。 

高性能林業機械の方なんですけれども、平成２７年度の実績ということでちょっと説明を省かせて

いただきます。もう一つの林地台帳作成業務の方なんですけれども、こちら平成２９年度にデータの

方を県からいただきまして、整備させていただきました。平成３０年度なんですけれども、また説明

させていただくんですけれども、県の森林情報管理システムの方にデータを落としまして、林地台帳

として今年度から稼働を始めております。 

最後に林業施策３を御覧いただきたいと思います。こちらの方につきましては、みえ森と緑の県民

税市町交付金の事業になっております。こちらの方は、三重県からいただく森と緑の県民税交付金事

業を活用して、地域の実情に応じた活動を実施したという実績の方になります。 

一つ目の方が木育活動として夏休み森と緑の親子塾、それから１１月に開催させていただきました

まるごと林業体験という二つの事業を行っております。こちらの方はより市民の方々に木や林業とい

うものを親しんでもらうというような目的で開催させていただきまして、親子塾の方が１８組５４名、

まるごと林業体験は２０名の御参加をいただきました。 

続きまして、木材利用促進事業なんですけれども、こちらの方なんですけれども、木材の利用を促

進するために市内における、地域産材、三重県産材を使っていただく新築工事に当たりまして利用拡

大を図るため、個人住宅、公共的施設に対して補助を行っているというような事業の方になります。

２８年度の実績の方が７棟、１件当たり３０万なんですけれども、新築の住宅に補助をさせていただ



きました。 

最後に、県民税を使った事業といたしまして、林地残材搬出促進事業というような形になっており

ます。こちらの方なんですけれども、みえ森と緑の県民税を使って、切り捨て間伐ですね、森の方に

残される、林地残材と言われる材を補助を使って搬出することで災害において流木を出さない、災害

に強い森林づくりを促進するために行っている事業となります。こちらの方なんですけれども、搬出

材積が４，４２３立米という形になりまして、こちらの量の材を森林から搬出して災害に強い森林づ

くりを進めたというような事業となっております。 

以上で資料４の林業施策と平成２９年度の実績を終わります。 

続きまして、資料５の方を御覧いただきたいと思います。資料５の方なんですけれども、平成３０

年度の当初予算事業概要というような形となります。こちらの説明をいたします。 

林業費が２０３，０４３千円となっておりまして、全体として、３５，６２４千円の減となってお

ります。 

林業総務費は林業振興事務に係る消耗品や、公用車の燃料、森林整備協議会に係る費用等という形

でこちらの方が２，７７８千円となります。 

林業振興一般事務事業につきましては、林業施設の修繕等というような形の事業費となっておりま

して、こちらの方が９５１千円ということで増減なしとなっております。 

続きまして３番の森づくり整備事業なんですけれども、こちらの方が先ほども説明させていただき

ました森林環境創造事業、あとは森林病害虫の防除業務委託料、そして強い森林づくり促進事業の補

助金、森林整備地域活動支援交付金、これらの事業の方の事業費となりまして、予算の方が７８，１

４２千円となっております。こちらの方が３０，８８２千円の減となっておりますけれども、主な減

の理由といたしましては昨年実施しました、林地台帳の整備の委託料が入っておりまして、それが無

くなった分の減が大きな理由の減となっております。 

続きまして、市有林維持管理事業は４，９０６千円となっております。こちらは市有林の保険料、

あとは管理業務委託の費用になっております。 

続きまして、林道整備事業の方になりますけれども、林道整備事業については林道中畑線開設工事

が今年度は７０メートルを予定しております。もう一つは県の方で進めていただいております、県営

林道経ヶ峰線の開設工事において津市の方が負担金を払う形となっております。こちらの金額としま

して、３９，３２５千円となります。１５，３００千円の減についてなんですけれども、こちらの方

は県の事業、あとは中畑線の工事費が下がってきたことに伴う減額となっております。 

６番の方なんですけれども、林道等維持管理事業となっております。こちらは先ほど説明させてい

ただきました１７０路線の林道の維持管理の修繕料及び補修や原材料の予算となっております。 

最後に７番、みえ森と緑の県民税交付金事業につきましては、４６，１４０千円の事業となってお

ります。こちらは夏休み森と緑の親子塾の開催、まるごと林業体験の開催という木育の事業、それか

ら竹林整備支援事業といたしまして、今年から初めて行わせていただく事業になるんですけれども、

竹破砕機を新たに１台購入させていただきまして、これを県民税の事業として取り組まさせていただ

いている事業となります。もう一つの木材利用促進事業ということで、今年も木材利用の事業を行っ

ています。それと、大きな事業で一つ抜けていて申し訳ないんですけれども、林地残材搬出促進事業

も今年度も継続して行わせていただいております。 

 以上が平成３０年度の当初予算の概要となります。 



 すみません、連続で申し訳ないんですけれども、最後に資料６の方なんですけれども、三重県森林

管理クラウドシステムについてということで、御説明をさせていただきます。 

 こちらの方なんですけれども、平成２９年度に林地台帳の整備事業を実施いたしまして、委託事業

として林地台帳に係るデータの整備を行いました。こちらは森林簿にあるデータと県からいただいた

登記情報を基に、森林経営計画や森林所有者情報を含めた林地台帳をデータとして作成する業務とな

っております。こちらのデータをシステムの中にある三重県森林資源情報管理システムにデータを反

映させていただきまして、津市の林地台帳として今年度から活用させていただいております。 

三重県森林資源情報管理システムの概要といたしましては、色々なプレーヤーとつながることで実

現する三重県森林資源情報管理システムとあるんですけれども、これは三重県さんの方が整備された

大きな森林資源情報管理システムの中に各市町や林業事業体さんが参加することで、一つの大きなデ

ータ整備を行うというような、データを共有するというようなシステムになっております。それぞれ

が取得した情報を相互に活用して、地域の健全な森林整備に資する、効率的な森林整備、施業の集約

化を推進しますということになっておりまして、それぞれが持っている情報を統括情報として三重県

のシステムに反映させることで、色んな意味で三重県の情報の方も、介入した市町は利用できるし、

三重県さんの方もうちのデータを使って森林整備の方を考えていただけるというような、相互利用の

システムになっております。 

すみません、ざっとでしたけれども、このような説明でクラウドシステムの方は以上にさせていた

だきます。 

 

前川会長 

 ありがとうございました。 

 事務局から説明がありました、２番目の説明事項と３番目の説明事項で御意見、御質問をお受けし

たいと思いますが、ございますでしょうか。 

 

落合委員 

 聞き逃したかもしれませんが、資料５のですね、減っている森づくり整備事業とか林道整備事業で、

林地台帳整備事業の委託が終わったということと、５番は県の予算が無かったということでしたけれ

ども、林地台帳は業務が終わったということか、必要ですけど予算が無いとか、管理システムのため

作業が終わってこれ以上作業する必要が無いのか、お聞かせください。 

 

事務局（松本） 

 まず、下がった森づくりの林地台帳の件なんですけれども、こちらは今まで全く集約されていなか

ったデータについて、２９年度に単年度事業として集約を行うとして、２９年度に整備させていただ

きましたので、いったん整備させていただいたデータを３０年度に、先ほども説明させていただきま

した県のクラウドシステムの方に渡させていただきましたので、こちらの方は整備が終わったという

形で、純粋な事業費の減となっております。 

 林道については、やはり県の補助の関係もあるので、そちらが下がったことにより事業費が下がっ

たというような形となっております。 

 



落合委員 

 ありがとうございます。 

 

前川会長 

 他に何かございますでしょうか。 

 

藤田委員 

 資料５の竹林整備で機械を購入した後、どういうふうに利用するんですか。 

 

事務局（松本） 

 今までもあったんですけれども、竹破砕機の貸出を自治会さんの方とか申請あるところに貸出させ

ていただいていましたが、今年度、みえ森と緑の県民税を使わせていただいた竹破砕機についてなん

ですけれども、実は今まで貸出させていただいていました竹破砕機は大きなもので、２トン車でない

と運搬できないというような形で、狭い竹林にもなかなか行きづらいというようなお声をいただいと

った部分もあったもんで、軽トラで搬入できる小型の破砕機を買わせていただいたのと、御意見の中

で、破砕したチップなんですけれども、それを細かくしてですね、それを畑に撒いたりしたら、土壌

改良の飼料としても使えるという話がありましたので、竹破砕機を使っていただきながら、バイオマ

ス利用という観点も含めて、粉くらい小さく砕けるような新しい機械を買わせていただきましたので、 

砕いた竹の粉を畑に撒いてもらって、畑の改良に使ってもらえるというような、新しい側面をもった

小型の竹破砕機を買わせていただくといった形になります。 

 

藤田委員 

 それは一日単位で借りれるものですか。 

 

事務局（松本） 

 基本的には一週間とか二週間とか、そういった単位で申請いただいているのが多いです。それで、

小型の方も月曜日にも団体に貸出しているという形になっています。 

 

藤田委員 

 個人には貸せないものですか。 

 

事務局（松本） 

 ちょっと個人にはお貸ししていません。自治会単位で借りていただくという形になっております。 

 

藤田委員 

一か月にどれくらい借りられますか。 

 

事務局（松本） 

 だいたい借りる単位を見とると一週間単位とか。 



 

藤田委員 

 何回ぐらい申請があるんですか。 

 

事務局（松本） 

 時期的なものがあるんですけれども、基本的に夏場はわりかし貸出が少ないですけれども、やはり

春場、タケノコが上がる前に整備という形で、ほぼほぼ使ってもらってたりはします。 

 

藤田委員 

 はい。ありがとうございます。 

 

前川会長 

 他に何かよろしいでしょうか。 

 

山﨑副会長 

 林業振興施策２のところで、林道中畑線、平成２９年度実績が１７，５６９千円、施工延長１００

メートル、完成延長６メートルと書いてあるんですけれども、あくまでもこれは施工としては１００

メートルあるけど完全に完了しているのが６メートルという意味合いですか。 

 

事務局（松本） 

 そうですね、林道として延ばさせていただいたのは１００メートルですが、完成延長６メートルと

いうのはコンクリート舗装がされた部分のことで、コンクリート舗装まで出来上がって最終完成とい

う形になるので、コンクリート舗装させてもらった延長が６メートルという形になるもんで、実際は

もう１００メートル奥まで工事を進めさせてもらっています。 

 

山﨑副会長 

 １メートル当たりの単価が１７５千円といういい値段ですので、構造物が多いということですか。 

 

事務局（松本） 

 そうですね。法切りも木も切っているので。 

 

山﨑副会長 

 それともう一つ聞かせてほしいんですけれども、資料５の７番なんですが、みえ森と緑の県民税の

木材利用促進事業補助金で公共的施設１棟、個人住宅１０棟とあるんですが、個人住宅１０棟という

のは例年の個人向けの補助金と認識しているんですけれども、公共的施設１棟というのはどこか実績

は。 

 

事務局（松本） 

 こちらなんですけれども、実は毎年公共的施設１棟分ということで予算化しており、今年はまだ話



は聞いていないんですけれども、例えば自治会の集会所を建てられるという場合に予算を取ってはい

るんですけれども、なかなか実績の方が、木材で新築されるというような案件がなかなか無いような

形ですもんで、今までも、予定も無いんですけれども、このような形で予算化させていただきました。 

 

山﨑副会長 

 また、同じ項目の中に藤田委員さんも言われたようにですね、竹林整備ということで小型破砕機の

購入とありますが、平成２８年度にこれもバイオマスの促進ということでトラックスケールとウイン

チの方を購入されていると思うんです。実際のところ、利用率はどうなんですかね。結構、活用して

もらっているんですか。私の知っている範囲では自治会さんが使ってみえるというのは知っているん

ですが、それ以外に、使われているんですか。 

 

事務局（松本） 

 そうですね、トラックスケールについては２台置かさせていただいているんですけれども、皆さん

御活用いただいて、木の駅という形で利用させていただいています。ウインチの方は、ちょっと夏場

暑い時期はなかなか皆さん作業されないという部分があるんですけれども、秋場にかけてまた利用の

方が始まってくるということで、利用の方はさせていただいている形になっています。 

 

山﨑副会長 

 せっかく税使うわけですから、眠っとったらもったいないです。やっぱり効率よくＰＲして使って

いただければと思います。 

 

前川会長 

 他にございますか。 

 無ければ一点よろしいですか。 

 最後に説明されました森林資源情報管理システムのことなんですけれども、境界明確化も含めてで

すね、地籍調査が９.５でしたか、三重県全体で。境界を明確化されるということについてはその半分

としてですね、４.何％という段階でですね、森林情報の高度化を図っていく上で、例えば、森と緑の

県民税で来年からの施策で、航空レーザー測量航測ですか、それを活用して情報を高度化させるとい

う案があるように聞いておるんですけれども、そこら辺は市町村としてはどうですかね。恐らく、そ

れをここのシステムにオンさせていくと思うんですけれども、市町村の方には何も情報はありません

か。 

 

事務局（松本） 

 私の方で直接聞いている話では無いんですけれども、当然三重県さんの方の森林情報管理システム

の方にデータがバックされる形になるんではないかなと、それでそのデータの方とうちが利用しとる

データの方が同じデータの中で使わさせていただくという形になっています。それで、たぶんうちに

バックするという形になるとは思っております。 

 

前川会長 



 もう一点、これクラウドで共有化してくんですけれども、これ見させていただいたらこれは川上の

方だけであって、例えば落合さんところみたいな川下、川中のとこと共有させてですね、サブプライ

ムマネジメントと言うんですか、チェーンみたいなものを構築するというような話はないですか。 

 

事務局（松本） 

 基本的にこの三重県森林クラウドシステムの中に当然市町も参加するというのがあるんですけれど

も、森林組合さんとか、他の林業事業体さんとかも同じように、利用料という形で入れていただくと

参加できるというような形になりますので、その参加していただいた中でシステムの内容をどういっ

た形で使われるのかは、事業体さんのお考えになると思うんですけれども、市町であり、例えば森林

組合さんでありという使い方もあるんですけれども、あくまでＧＩＳのシステムなんですけれども、

それを事業体さんがどうやって使っていくっていうのはあると思いますけれども、参加される分につ

いては、入っていただいて使っていただくような形になると思うんですけれども。 

 

落合委員 

 県民・市民、木材産業者と書いてありますけれども、実際は林業事業体しか見ないような形ですよ

ね。今後どうしていただくかによりますけれども。 

 

前川会長 

 これは使ってなんぼのところありますからね、製材とか、そこらも入っていただかなたぶんシステ

ムは完結しないと思いますので。 

 他に何かございますでしょうか。 

 

藤田委員 

 素人なんですけれども、これはどこが管理していくんでしたっけ。 

 

事務局（松本） 

 三重県です。 

 

藤田委員 

 分かりました。 

 もう一ついいですか。参考までに教えてほしいんですけれども、資料４の木材価格のこの変動なん

ですけれども、近々もこの変動はずっと下がりっぱなしなのか、上がりつつあるのか、そこら辺が２

９年度だけでは分からないので教えてください。 

 

事務局（松本） 

 細かい資料は今持っていないんですけれども、基本的にはずっと下がっています。 

 

事務局（藤田） 

 特にヒノキが悪いですね。スギの方はある程度下げ止まりになってきたかなという話を色々なとこ



ろから聞いたりした部分もあるんですが、ヒノキについては元々倍以上の値段が付いていたのがそこ

まで差が無くなっていますので。 

 

藤田委員 

 理由は何なんですか。 

 

事務局（藤田） 

 需要と供給の部分の中でなかなかヒノキを使う人が少なく、高くないんですが高いというイメージ

や、ハウスメーカーさんの方でさらに流通の過程の中で最終的には付加価値をめいっぱい付けること

で山の方からたたかれるというような、色んな事情があるのかなと。ずっと低迷し続けて、どこが良

いのか悪いのか、一番良かった時代から見たら全然悪いんですけれども、今の時点でもヒノキに関し

てはちょっと良くないですね。輸出ができないかとか実際話があるんですが、なかなか厳しいですね。

三重県さんも輸出に関する取組を始めているところなんですけれども。 

 

藤田委員 

 どんな国に。 

 

事務局（藤田） 

 アジア関係ですけれども、ただ、まだ実証、実験段階ですので、多少補助金とか助成して、まず本

当に流通できるかどうかという検討しています。九州とかは近いので積極的にやっていますけれども、

三重県ではどうしても船に積んでという出荷の問題もあると思います。 

 

事務局（野村参事） 

 平成２２年くらいからですと、１万円から１万５千円くらいの間で推移しているという形ですね。

変動していないんですけれども、低迷という形で推移しています。 

 

藤田委員 

 ありがとうございます。 

 もう一ついいですか。 

 住宅の補助の話なんですけれども、公的な施設を１棟としないで、例えば、リフォームとかにも使

えるんですか。 

 

事務局（松本） 

 使えないです。 

 

藤田委員 

 したらどうですか。例えば壁貼りするとか。そういうことしないとなかなか建てるって難しくない

ですか。そのように広げられませんの。 

 



事務局（松本） 

 これと違う事業ではあるんですれども、例えば公共施設の木質化というのがこれとは違う枠で使わ

させていただいています。 

 

藤田委員 

 それはどこに。 

 

事務局（松本） 

 ３０年度の方では予定が無かったので、２９年度とかについてはリフォームというか、施設の備品

の木質化とか、そんなんで使わせていただいています。例えば去年だとサオリーナの会議室とかの机

に使っています。 

 

前川会長 

 他にございませんか。 

 

宮田委員 

 すみません。 

 木材価格の隣の林業就業者の数なんですけれども、国勢調査よりというデータなんですけれども、

もっと近日で何人というのは出ないんですかね。それと年代層というのはどんなもんですかね。 

 

事務局（松本） 

 ごめんなさい、年代層は詳しく分からないですね。 

 

宮田委員 

 環境教育でゆとり世代が就職して林業に就いただいたいどんなもんなのかとか。離職もあってその

後の就職、再就職で林業を選ばないのはどうなのかなとか。農林は作業員もありますし、就職はどう

なんかなと思いまして。 

 

事務局（松本） 

 ちょっとまた、違う形で、国勢調査以外の形でお知らせさせてもらうようにします。 

 

事務局（上田部長） 

 今回、森林環境譲与税ができますので、そこで木育とか森林教育ができますし、県も林業アカデミ

ーというのを作りまして、そこらへんも含めてやっていくんじゃないかなと、ただ、そこは基本的に

は今林業やっている人のスキルアップというのが目的ですけれども。 

 

宮田委員 

 やっぱり、就職してから安全もありますけれども、給料も。 

 



事務局（上田部長） 

 この譲与税ができて儲かる林業というようになれば、もうちょっと出てくるか分かりませんので、

そこですね。 

 

宮田委員 

 やっぱり藤田委員がおっしゃられたようにリフォームに木材をあてるとか、椅子が壊れた時に、そ

の直し、背張りの張り替えとか、家具屋さんだと３年くらい経つと言いづらくて、壊れてしまった場

合に補修してくれるところがあれば助かるんですけれども。 

 

事務局（藤田） 

 税を使ってっていうと、修理で壁貼りをするというのはできにくいところがあると思うんですけれ

ども。 

 

前川会長 

 他によろしいですか。 

 

今井委員 

 意見というか提案なんですけれども、日本の国土において森林の大切さ、それから津市の土地はほ

とんどが森林に割合をとっているということは皆さん周知だと思います。私も山や森林が大好きで自

分の小さな庭に樹木をたくさん植えています。 

 いなべのお友達なんかはどんぐりを植えて６０センチになったら山に戻すという地域の活動で自主

的になさっておられます。意識の高さが違うんですね。津市はなぜ、森林をそれほどプライドのある、

高い位置に意識していないのか色々考えたんですけれども、みえ森と緑の県民税というのを私は憎々

しく思っていまして、その何年か前に林業予算ががさっと減らされた。それがあったというのを、こ

こ１０年くらいの話ですよね。その時にすごく心を痛めて、三重県の資源といえば森と緑に決まって

いるのにね、森林の予算を減らすことは何たることかと思いまして。 

それが挙句の果てに一人一人から税金を徴収するというね、江戸時代でも農民が怒ったようなこと

をしている。概ね、公の事業とか公共事業というものは私たちが支払っている税金で賄われているわ

けです。全てが。公共というものは。だから、県民税とか、特殊に税金を取って何かするという考え

はおかしいと思いました。まずは林業の予算を減らした時点からそもそも道を違えていると思いまし

た。 

ここの土地に暮らす者として、山や森や里山がどれだけ大事かということをいなべの人くらいとは

言いませんけれども、個々人で庭のどんぐりが大きくなったらせっせせっせと植え替えていくあの姿

がやはり、自分の家でも炭を作ったりしておられます。 

それと、私考えたんですけれども、ふるさと納税というものが全国で取り上げられているところに

津市独自でね、木を使ったふるさとと里山をかけてふるさと山納税ということでね、３千円、５千円

クラスでいいから、この税金を払っている私たち市民・国民からさらにまた強制的に税金を徴収する

というやり方は何かきな臭いものを感じさせる、私は本当に少し憎々しく思っているんです。そんな

もの取らなくても最初から森や緑や山に、絶対的な割合で土地を占めているんですから、とんでもな



く多いんですから、そこに予算をたくさんかけるとその土地は栄えるに決まっていると思っていて。

大阪出身なんですけれども、三重県の特徴はやっぱり森林がすごく多いっていうことが好ましいと思

います。 

例えば資料３にある木製品の配布なんかも、みすぎんのキャラクターの焼き印が付いたコースター

みたいなものをどこかで、ここで研修に来た時に貰ったことがあるんですけれども、そんなものいり

ませんから、ちゃんとした、ちゃんと市場調査してリサーチした、幼児用、乳児用の椅子ですとか、

本当は北山杉みたいにブランド樹木を育てるというのが一番いいんですけれども、ブランドの付加価

値を付けたような、ヒノキは尾鷲の方が有名ですよね。ですから、こちらは少し値段を安くしてでも

ブランドとしてこの地域特有の樹木を、スポットを当てて、それで何か産業というのを、工業製品だ

とか作って製作する、もっと別の視点、攻め手もこうやって攻略してもいくし、守りはやっぱり二重

に税金を徴収するこのやり方はやっぱりおかしいと思っていて、予算を先に付けさせるべきだと思っ

ています。 

これはここで言うことじゃないんでしょうけど、もう一つ余計なこと言いますと、津市の貯め込ん

でいる９億だか９兆だか、ちょっと忘れましたけど、額が大きすぎて。その貯め込んでいるお金、各

審議会でもいざとなったら使いますと言っていますが、いざとなったらという時がたくさんきている

んですよ。今、森林の危機なんですよ。土砂崩れが起きて、木が山にもう一回返そうとして、個人的

にはＮＰＯとかそういうところが海を綺麗にするために植樹とかされていますけど、そういう個人の

力に依拠していいのか。税金でやるべきことではないのか。国土や県土や市の土地を守るということ

をもっと予算を付けてやるときではないのかと。豪雨とか災害を書くならば、それを防ぐ森林の役割

というものを科学的に実証されていますから、それと、海を綺麗にするということでも。貯め込み金

をぜひ使ってもらいましょう。津市の何のためにしているか訳が分からない貯金、貯め込むっていう

のをね。９億でしたか。９兆でしたか。 

 

事務局（上田部長） 

 兆では無いですね。今は約２００億ですね。財政調整基金。 

 

今井委員 

 ２００億ですか。桁が９だったと思いますけれども。それは県なのかな。 

 

事務局（上田部長） 

 ９０億を使ったというのはありますけれどもね。今までね。 

 

今井委員 

 ２００億もあったらね、１億や２億をこっちに回してくれればどんどんできますよ。ふるさと山納

税というのを作って、ぜひね、ここはやっぱり森林の土地なんだから、県であるから、市であるから、

年々赤字だとか年々値段が下がっているだとか、マイナス部分を見ないでハンディキャップはチャー

ムポイントになるっていうことを、逆に考えてほしいいと思います。セールスポイントになると思っ

ています。他県の者から見たらうらやましい。近くにどんどん山があって、森があって、それをなぜ

荒廃させておくのかと。それは意識が低いし、守っていくという高い水準のモチベーションが無い。



いなべの方はすごいなと思ったんですけれども。囲われています。だから自分で守っていこうという

気もある。予算もたぶんあるんだと思います。以上です。 

 

事務局（上田部長） 

 山﨑さん、ちょっと例の色々、高田短大で子供用の遊具とかですね、色々作ってもらっていますけ

れども、今のもっと木を使ってという、ブランドの話ありますよね。 

 

山﨑副会長 

 木育の一環としてですね、それも津市さんにアドバイザーやってもらって製作したんですけれども、

色んな所に声をかけて、去年は水面下で動かしとったんですけれども、今年からですね、かなり引き

合いがあったんです。それで、今は色々な所と交渉中です。またこの協議会の中でも、うまいことい

けば報告したいと思います。 

 

事務局（上田部長） 

 子供の２から３歳向けの木馬を作ってもらっているんですけど、あれはなかなかのもので、あれだ

と何代も子供が使えると思いますわ。 

 

今井委員 

 そんな手間暇かかるもんでなくても、子供の木こり椅子っていうね、薬局の景品であるような、自

分で組み立てられる、足と台がついているだけの、そういうものでもね、ちょっと穴を開けて、かわ

いい顔に穴を開けているだけで欲しいと思ったりするんですよ。何か特徴のある、みすぎんのキャラ

クターの背もたれのある椅子でもいいじゃないですか。ちまちまやっていないで、さっさと販売して

くださいよ。あっちこっちで事業を展開しているだけでなくて、攻めの姿勢も必要です。 

 

事務局（上田部長） 

 おっしゃるとおりです。 

 

前川会長 

 時間がだいぶおしているので。 

 他に何かあれば。この場で言うとかなあかんこととか。 

 無いようでございますので、本日の議事はこれで全て終了しました。本日の協議会はこれで終了さ

せていただきます。 

 ありがとうございました。 


